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参

故山旧庄太祁先生

故叫且庄太喝先生の町葬

(8 ~ 1 1) 

肱川町婦人会役員会

（紋終日）

庁舎内大掃除

率

は

郡

内

オ

ニ

位

物

価

問

題

、

な

課

題

に

つ

な

が

る

大

切

な

で

あ

っ

た

こ
と
、
時
期
的
に
は
じ
め
て
の
、
い
わ
•

ゆ
る
年
末
選
挙
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
回

の
選
挙
の
特
徴
で
あ
っ
た
が
本
町
に
お
を

け
る
結
呆
の
既
要
は
次
の
と
．
苓
り
で
あ

る
。

”
 

阿

二

II

田

中

恒

利

六

四

II

宮

田

吉

金

五

七

”

高

田

が

ん

一

O
I
I

祟

者

は

、

用

務

や

の

た

め

に

投

黛

所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
ぃ

九
月
に
改
正
た
公
•
投
祟
の
制
炭
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
利
用
．

に
よ
り
本
町
の
住
民
基
本
台
＂
し
た
人
は
五
十
八
人
あ
っ
た
。
＂

さ
れ
て
い
な
い
人
は
自
然
抹
．

て

純

粋

に

本

町

内

届

住

者

が

有

[

(

投

祟

区

別

の

投

票

者

数

）

[

な
り
、
三
一
八
八
人
で
あ
っ
た
一
第
一
．
（
得
票
）
八
＝
二
人
＾
七
．
0
-
[

二
六
六
0
人
投
票
率
八
―
―
―
•
四
]
第
二
（
岩
谷
）
―
-
＾
九
人
八
〇
嘔

0
六
[

四
バ
ー
セ
ン
ト
、
こ
の
率
は
祁
内
五
十
ぃ
聾
―
-
（
宇
和
川
）
竺
0

一
人
八
一
西
六
[

―
崎
町
の
八
三
•
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
•
第
四
（
大
谷
）
四
＾
―

-
A
八
一
．
＾
―
―
―
[

ぐ
第
二
泣
で
あ
る
、
候
補
者
別
の
得
県
鳴
第
五
（
中
津
）
空
0

人
八
一
．
＾
―
―

l
w

沿

t
\

；
1
1
J
u
1
“
~
"
＼
俎
忍
ぃ

u
'
1
1
1
“
J
O
I
,

い
"
I
I
I

ら
内

4
‘れ
Y`
(
い
W
I
f
l
h
"

合

札

入

］
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の

事

葬

エ
町

所

育詞同

学

共

大

蚕
，
平

稚

肯
林

阿
子

i

予

広

院

員

総

選

挙

ー

数
は
、

毛
利
松
平

投

戸：ニ

o
o
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つ

ぶ

せ

力

＜
 

_-

，
 

＝
二
四
人

一
竺
一
人

八八

一区．． 
八六

ニ四

セ

ン

サ

ス

に

ご
協
力
く
だ
さ
い

•
密
が
守
ら
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
調
赴
忙

よ
っ
て
税
金
が
ふ
え
る
の
で
は
な
い
か

：
と
い
う
ご
心
配
を
な
さ
る
必
要
は
あ
り

，
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
、
悦
金
な
ど
の
こ
と
を
心
．

配
し
て
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
．

月

一

日

よ

り

ま

せ

ん

と

ま

ち

が

っ

た

統

計

が

つ

く

ら

い
っ
せ
い
に

1

れ
、
誤
っ
た
計
画
が
た
て
ら
れ
て
し
ま
＇

一
九
七

0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
い
ま
す
。

を

ご

存

じ

で

し

ょ

う

か

。

”

こ

の

セ

ン

サ

ス

は

、

わ

が

国

だ

け

で

実
は
、
今
年
の
二
月
一
日
を
中
心
に
な
く
、
国
際
連
合
食
糧
殷
業
機
関
の
提

全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
農
林
業
．
唱
で
世
界
中
の
百
余
り
の
国
が
参
加
し
・

十
年
に
一
回
、
い
っ
せ
い
に
実
疱

に

関

す

る

調

査

の

こ

と

で

す

。

て

、

つ
ま
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
さ
れ
る
国
際
的
に
も
大
が
か
り
な
調
査

を
得
て
農
林
業
の
事
情
を
知
る
た
め
に
．
で
す
。

行
な
わ
れ
る
調
査
の
こ
と
を
い
う
の
で
~
一
九
七

0
年
世
界
設
林
業
セ
ン
サ
ス

す

。

＂

の

結

果

は

、

こ

れ

か

ら

の

あ

た

ら

し

い

そ
こ
で
、
一
九
七

0
年
世
界
農
林
業
．
日
本
の
農
林
業
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
・

七
ン
サ
ス
を
行
な
う
こ
と
が
、
ど
ん
な

-3重
要
な
決
め
手
に
な
る
も
の
で
す
。
．
I

＼
¥
|
ー
|
ー
¥
，
＼
ト
ー
！
ー
＼
ー

r

今

[

ど

う

免

農

林

業

セ

ン

サ

ス

を

成

功

]

粗

り

化

な

る

国

に
意
義
が
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と

や
わ
が
国
の
農
業
は
、
装
米
を
は
じ
め
．
さ
せ
る
た
め
に
正
し
い
申
告
を
調
査
員

4
\
•
\
l
.
l
lー
ー
i

と
し
て
む
つ
か
し
い
問
題
を
た
く
さ
ん
．
に
示
し
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ

か
か
え
て
い
ま
す
。
•
い
ま
す
よ
う
澁
ね
が
い
し
ま
す
。

農
林
省
や
県
・
町
や
農
業
団
体
は
こ
[

う
し
た
閲
壌
解
決
の
た
め
に
一
生
県
命
•

努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
林
莱
に
つ
い
[

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
[

い
る
い
る
な
政
策
を
す
す
め
る
上
で
第
[

一
に
必
要
な
も
の
は
正
確
な
統
計
に
基
．

礎
を
お
い
て
計
画
を
た
て
る
こ
と
に
あ
i

る
の
で
す
。

そ
こ
で
釆
き
一
月
一
日
に
こ
う
し
た
~

統
計
を
作
る
た
め
に
設
林
業
セ
ン
サ
ス
、
[

つ
ま
り
農
林
莱
の
車
べ
清
を
知
る
た
め
の
．

調
査
が
全
直
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
．

わ
け
で
す
。

二
月
一
日
か
ら
邁
企
貞
が
皆
さ
ん
の
｝
・

ゎ
宅
を
訪
ね
て
い
る
い
る
こ
質
間
す
る
~

こ
と
に
な
り
茂
す
が
、
皆
さ
ん
に
ふ
た
[

し
た
こ
と
に
つ
い
て
に
秘
~

第
六
（
予
子
林
）

第
七 l

e

 
な

く

そ

う

惑

i
”
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
制
艇
の

ー
規
模
別
保
有
山
林

面
積
・
人
工
林
面
積
投
下
労
働

な
ど
。

※
 に

し
ま
す
。

か

共
同
、

な
ど
の

ど
の
よ
う
な
経

の
も
の
か
ら
な
り
た
っ
て

い
る
か
を
明
ら
か
忙
し
ま
す
。

ー
保
有
山
林
面
積
、

な
ど

ま
す
。
~
今
度
、
制
度
の
大
幅
改
善
が
お
こ
な

調

査

甲

ー

＇

．

わ

れ

ま

し

た

が

、

私

達

が

毎

月

納

付

し

作
物
収
穫
面
積
、
家
畜
飼
養
数
、
〗
て
い
る
国
民
年
金
は
ど
う
改
善
さ
れ
た

用

浅

械

な

ど

。

●

で

し

ょ

う

か

、

改

善

さ

れ

た

主

な

内

容

壺
森
よ
び
林
家
以
外
の
”
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
）
替
は
改
正
前
の
金
額
で
す
。
い

．
づ
れ
も
年
額

◎

十

年

年

金

，

特

別

な

人

（
二
万
四
千
円
）

l
六
万
円

◎
二
十
五
年
納
め
た
場
合

（
六
万
円
）

l
九
万
六
千
円

◎
四
十
年
納
め
た
場
合

（
九
万
六
千
円
）

な

調

査

内

容

国

民

年

金

は

制

度

が

発

足

し

~
に
な
り
ま
し
た
。

調
査

※
わ
が
国
の
農
家
は
、
ど
の
よ
う
な
国
民
年
金
に
入
っ
て
い
る
人
は
今
で

経
営
規
模
の
も
の
か
ら
成
り
立
っ
」
は
全
国
で
二
千
二
百
万
人

て
い
る
か
、
ま
た
専
業
農
家
と
兼
；
年
金
と
と
も
に
日
本
の
所

業

農

家

と

の

割

合

は

ど

の

程

度

か

[

を

支

え

と

な

る

ま

な

ど

を

明

ら

か

に

し

ま

す

。

：

し

た

。

調
査
事
項
ー
＇
経
営
耕
地
面
積
、

兼

業

の

有

無

、

の

頷
な
ど
。

※
股
家
の
世
帯
員
の

ら
か
に
し
ま
す
。

ら 従ご
か事と
に日のを
し数農明

ヽ・...、ゑ・・・・・................... . 

まの民し活ご得が
す時年た水と保で
゜＾金改準忙障き

は善なかのるは
少がどわ意程‘
な必社る味朕少
く裂会物がのな
とで情価な定＜
もす努ゃく領と

（らの賃なでも

七変金り；をそ
ご L[） 1じ，似芍くれ
とたし：噂すてで
にと） ：i l‘° は
そじili：、仕年｝；・1t
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五
万
三
千

一
千
円
）

っ
た
と
き

障
害
者
（
七
万

万
円

暉
害
者
（
六
万
円
）

l
九
万
六
千

円

〖
◎
母
子
年
金
ー
夫
と
死
別
し
て
母
子

“

[

家

底

に

な

っ

た

時

。

[

（

五

万

五

千

二

百

円

）

ー

九
万
一
千
二
百
円

・

（

子

一

人

の

場

合

）

準
枇
子
年
金
ー
ー
父
や
夫
と
死
別
し

て
祖
母
と
係
や
姉
と
弟
妹
な
ど
の

よ
う
な
準
屁
ナ
家
庭
に
な
っ
た
と

巻
紅
‘
糾
ご
ナ
年
金
と
同
じ
。

こ
の
他
に
、
追
児
年
金
や
寡
婦
年
金

i

i

一
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人
が
年

釦
を
受
け
ず
侭
死
亡
し
た
と
き
も
ら
｀

う
一
時
金
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
ひ
き
あ
け

ら
れ
注
し
た

J・

ー

が

で

t
た
と
き
す
で
に
年
を
と
っ
て
い
て

加
入
期
期
が
不
足
す
る
人
や
身
休
障

栂

あ

f:．
＾
た
人
匹
さす

5

い

、、
カ
カ
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99 

，ぶ

ー
セ
ン
ト
は
肺
炎
の
合
併
症
[

~
れ
嗚
し
た
。

し
た
。

~
◎
事
業
用
資
産
の
課
]
に
よ
る
も
の
で
、
こ
と
に
乳
幼
児
、
老
し

0
老

令

禍

祉

年

金

＂

~
人
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
~

[

税

の

特

例

（
二
万
四
百
円
）

l
二
万
フ
ヤ
六

扇
和
四
五
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五

0
~

治
療

◇
障
害
福
祉
年
金
．

4

ぃ

4
7
-
4
8
 

i

牢

―

二

月

三

一

日

ま

で

の

間

の

事

業

用

[

{

女

静

と

保

温

に

注

意

す

る

こ

と

[

四

万

含
万
二
千
四
百
円
）

l
三
万
四
「
千
八
．
ヽ

4
9
-
5
0

．
質
産
の
買
換
え
の
特
例
は
、
現
行
の
事
[
{
女
静
は
治
癒
を
早
く
す
る
ば
か
り
で
~
よ
り
―
―
―

~
e
焙
寧
漏

百
円

＾
莱
用
資
産
の
範
囲
よ
り
相
当
縮
少
さ
れ
~
な
く
合
併
屁
を
予
防
す
る
の
に
大
切
で
[
の
好
成
績
で
あ
り
‘
意
の
向
上
に
関
·

◇
母
子
福
祉
年
金

i

岳
苫
2

7

柑
1

2

H

3

l

m

泣
苺
k
筵

＂

翌

適

用

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

：

あ

る

。

係

者

は

感

謝

を

し

て

い

る

。

[

口寧
L
沖
必

0
0焙
寧
津
百
活

A
紛
盛
c1.)
5
 
:
 

（
二
万
六
千
囮
百
円
）

l
二
万
八
千
八

．
 

．
 ◎

昭
和
囮
四
年
中
に
譲
渡
し
た
場
合
の
●
熱
が
高
い
時
は
水
枕
や
氷
枕
で
頭
を
．
尚
本
年
は
特
殊
な
募
金
と
し
て
、
小
．

：
冷
や
し
ま
す
。
こ
の
場
合
氷
枕
で
肩
や
・
、
倉
、
滝
野
寿
溝
氏
よ
り
数
年
来
貯
え
た
[

•
新
課
税
方
式
の
選
択

．
滋
曲
脂
送
斤
9
沿
菰
8

渋
傘
濠
法
5
傘
益
~

百
円

昭
和
四
四
年
中
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
”
中
を
冷
や
し
肺
炎
を
装
こ
し
ゃ
せ
く
．
一
円
碩
貨
類
一
―
-
、
二
七
八
円
の
呑
付
が

~
脳
踏
呼
造
芦
か
n

斤
辻
品E
海
仙
笞
冷
迫
寧
巾
ブ

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
が
、
物
価
や

：
も
新
し
い
制
度
に
よ
る
課
税
を
受
け
る

]
9
る
の
で
肩
の
と
こ
る
に
毛
織
の
布
な
あ
り
又
御
詠
歌
連
中
（
代
表
沖
野
順
啓
[

．
丙
江
、
海
湘

8
要
が4
違
介
斗
が
0

.

生
活
水
準
の
変
動
に
み
あ
っ
て
ど
ん
ど
．

ん
改
善
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
こ
の
制
疲
の
、

•
こ
と
を
納
説
者
が
選
択
し
た
と
き
は
、
：
ど
を
あ
て
が
っ
て
お
く
の
も
良
い
方
法
．
氏
）
よ
り
五
、

0
0
0
円
の
紆
付
及
び
[

特
ち
ょ
う
が
あ
り
“
頼
り
に
な
る
国
民
[
◎
短
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

持
っ
て
い
こ
の
新
し
い
制
度
に
よ
っ
て
税
金
を
計
二
で
し
ょ
う

o
]

部
浴
長
さ
ん
の
熱
意
も
加
わ
り
高
頷
呑
~

年

金

“

と

い

え

ま

す

。

[

土

地

や

累

算

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

°

[

食

物

は

か

る

い

消

化

し

や

す

い

も

の

今

付

者

が

増

加

し

た

。

．

今
ま
で
の
納
付
の
こ
と
や
、
給
付
`
の
[
た
期
間
が
五
年
以
下
で
あ
る

~
な
ら
な
ん
で
も
よ
く
、
熱
が
あ
る
と
き
~
こ
の
券
金
は
民
生
委
員
会
で
審
査
を
[

こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
布
し
」
屋
な
ど
（
昭
和
四
四
年
四
月
八
日
ま
で
•
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
．

た

ら

え

ん

り

ょ

な

く

役

場

の

住

民

課

ま

．

に

、

す

で

に

三

年

を

こ

え

る

期

間

持

っ

．

：

は

水

分

が

体

表

面

か

ら

多

く

失

わ

れ

る

」

行

な

い

配

分

を

す

る

。

い
の
で
水
分
の
補
給
に
気
を
つ
け
ま
す
。
~

そ
こ
に
い
る
．

運

転

者

管

理

セ

ン

ク

ー

[

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
~
て
い
た
も
の
を
除
く
）
ま
た
は
昭
和
四
[

四
年
一
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
土
地
◎
ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
注
射
を
；
水
分
が
欠
乏
す
る
と
病
気
の
な
お
り
も
．

し

た

の

に

か

ぜ

を

ひ

い

た

の

は

。

こ

ぷ

そ

く

な

り

、

痰

が

こ

く

な

っ

て

出

に

●

の

発

足

[

i

や
家
屋
な
ど
を
昭
和
囮
五
年
一
月
一
日

土
地
や
家
屋
を
買
っ
た

か
ら
昭
和
五

0
年
三
月
三
一
日
ま
で
．

L

ま

だ

免

疫

が

十

分

に

で

き

て

尺

＜

く

な

る

。

悪

質

運

転

者

を

排

除

の

で

す

。

~
予
防

i

入
）
運
転

と

き

の

税

金

に

つ

い

て

[
の
間
に
譲
渡
し
た
場
合
、
そ
の
譲
渡
所
な
か
っ
た
。

2

も
う
免
疫
が
う
す
れ
て
き
て
い
-
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
有
効

[
1

つ
つ
き
ー
~
さ
ん
へ

イ
ン

今
年
は
譲
渡
所
得
の
課
税
に
つ
い
て
土
~
得
に
対
す
る
税
額
は
次
の
算
式
に
よ
っ

．
 

．
 た。

i

で
す
が
、
流
行
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
と

"
0
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か

i

地
問
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
、
か
な
[
て
計
算
し
た
金
額
の
う
t
ノ
‘
ぃ
ず
れ
か
●

り
大
幅
の
改
正
が
行
な
わ
れ
主
し
た
。
二
晶
い
方
の
金
額
と
な
り
ま
す
。
3
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
」
同
じ
型
の
ウ
イ
ル
ス
で
な
け
れ
ば
効
果
・
登
録
し
ま
す
と
、
過
去
の
登
録
デ
[

[

l

ク
ー
と
照
合
さ
ん
、
次
の
事
項
が
[

口
は
普
通
の
か
ぜ
の
免
疫
は
で
き
な
い
。
こ
は
な
い
。

そ
の
譲
渡
所
得
の
課
税
に
つ
い
て
の
主
[
短
期
譲
渡
所
得
誅
税
の
算
式

i

患
者
に
近
づ
か
な
い
こ
と
、
ウ
ガ
イ
ぃ
自
動
的
に
わ
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
[

な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い

/e{l史
A
励
蓋
i
（
焙
寧
津
十
掘
涸
津
．
症
状
と
経
過

ま
す

c
[

玉
)
｝x
誨
恢
4
0
き
（
国
）1
1

乱
蓋
．
潜
伏
期
一
日

L
-
日
[
の
励
行
、
患
者
は
マ
ス
ク
を
か
け
る
こ
．
道
府
県
公
安
委
員
会
に
通
報
さ
れ
ま
~

高

い

熱

で

急

に

発

熱

し

、

乳

幼

児

で

丁

と

。

す

。

4

竺
遷
lI
乱
跳
[

◎
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
~

．
一
、
免
許
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
も
[

~
税
金
の
相
談
は
税
務
署
．
の

昭
和
四
三
~
菜
（
身
）

l
l

識
嵐
．
は
、
け
い
れ
ん
、
嘔
吐
を
と
も
な
う
こ
~

．
と
が
あ
る
、
頭
痛
、
腰
痛
、
関
節
痛
な
~

年
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
土
地
や
家
屋
．
（
2
)

~
=
-
、
免
許
証
を
2

近
以
上
持
っ
て
い
~

ど
を
訴
え
倦
怠
感
食
欲
不
振
な
ど
全
身
~
査
た
は
税
理
士
へ

な
ど
で
、
し
か
も
五
年
を
こ
え
る
期
間

4

（

晨

雪

書

予

喜

晨

誓

症
状
が
強
く
、
ま
た
咽
頭
痛
、
鼻
つ
ま
[
]
る
も
の
。
~

持
っ
て
い
た
も
の
（
昭
和
四
四
年
囮
月
~
拇
掘
ー

3
0
迂
王
）
丙
溢
T
か
識
盛
~

り
、
鼻
汁
、
鼻
出
血
、
せ
き
、
た
ん
、
｀
》
「
税
の
相
談
日
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
．
―
―
-
、
偽
造
し
た
り
、
変
造
し
た
免
許
~

証

口
結
膜
の
充
血
な
ど
の
局
所
症
状
を
と
も
-
う

・
日
粟
訊
翁
津
寧
栂
蒟
丙
溢
斗
か
部
蒟

八
日
ま
で
に
す
で
に
一
一
一
年
を
こ
え
る
期
[

間
持
っ
て
い
た
も
の
を
含
む
）
を
、
昭
・

な
う
こ
と
が
あ
る
。
熱
は
二
日

l
-―
―
日
・
税
務
署
で
は
毎
月
五
のH

（
五
月
一
五

i

四
、
免
許
の
取
消
し
ま
た
は
停
止
を
~

・

(
4
0諾
蜀
i
l
l
o
滋
蠍
）
X

l

l
 
0
`
 [

な
い
し
一
週
間
く
ら
い
で
下
が
り
-
般
[
ロ
ニ
五
日
）
を
税
の
相
談
日
と
決
め
て
．
要
す
る
も
の

．

傘

ll
漆
蓋

和
囮
五
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五

Q
年

i

ー
ニ
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
譲
渡
し
た
[

五
、
不
正
な
手
段
で
免
許
を
受
け
た
~

直
状
も
良
く
な
る
。
〗
積
極
的
に
相
談
に
応
じ
て
有
利
な
点
を
[

場
合
、
そ
の
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
頷
~
◎
居
住
用
財
産
の
特
例

合

併

症

に

注

意

；

ぶ

知

せ

し

て

い

ま

す

。

ま

た

民

間

で

は

i

も
の

は
他
の
所
得
と
分
離
し
て
次
の
算
式
に

i

従
来
の
居
住
用
財
産
の
買
換
え
の
特
~

一
日
限
り
．
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
な
ど
が
五
仇
理
士
制
度
が
あ
っ
て
一
定
の
資
格
を
．
六
、
違
反
や
事
故
で
点
数
制
度
の
点
~

~
例
は
昭
和
四
四
年
―
二
月
三

よ
っ
て
計
算
し
ま
す
。

、
乳
幼
児
で
は
下
痢
を
お
こ
す
場
：
も
つ
税
理
士
が
責
任
を
も
っ
て
相
談
を
~
数
が
何
点
に
な
っ
た
か

こ
れ
に
代
え
て
現
に
自
：
多
く

長
期
譲
渡
所
得
課
税
の
算
式
[
で
靡
止
さ
れ
ヽ

｛
芦
裔
翠
ー
（
想
茫
震
十
曇
涌
塁
）
五
ク
が
居
住
し
て
い
る
家
屋
及
び
、
そ
竺
合
も
あ
り
、
ま
れ
忙
脳
炎
症
状
を
き
た
〗
受
け
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
ご

:
0

効
果

最
地
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
今
回
新
：
す
こ
と
も
あ
る
。
〗
利
用
く
だ
さ
い
。

ー
ギ
B-]
灌
蔀

x
識
慨

II識
蓋

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
死
亡
例
の
~

腐
濫
煽
應
烹
言
喜
息
置
・
・
；
：
~

1
c
o
5
F
i
"
た
に
千
万
円
の
特
別
控
除
が
設
け
ら
~

2

5

.

1
し

6

2
e
2
.
0
 

拿

3
.
4
 

4.o 

大
洲
税
務
署

; ； ； 

の
み
な

な
人
は
、

が
発
見
し
、

る
と
い
う
こ

い
い
か
え
ま
す
と
、

く
守
る
注
意
深
い

運

転

免

許

を

持

っ

て

い
る
と
い
う
状
態
に
し
て
、
激
増
す

て
い
る

セ
ン
ク
ー
の
発
足
に

者
の
み
な
さ
ん
も
、

や
家
庭
の
か
た
が
た
も
、

を
運
転
す
る
と
き
は
、
違

な
い
、
さ
せ
な
い
”
と
い
う

再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
必

さ
れ
る
よ
う
芸
願
い
し
ま
す
。

す。 の

て

、

験
の
合
格
を
無
幼
に
し
た
り
、

受
け
て
い
る
免
許
の
取
消
し
ま
た
は

ど
の
行
政
処
分
を
行
な
い
ま

か
え
し
た
り
、
た
び
た

を
起
こ
し
た
り
す
る
悪
質
危
険
な

転
者
や
、
免
許
制
腹
を
惑
用
し
て

正
に
免
許
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
な
ど
を
正
確
に
調
ぺ
て
、
都
道
府

へ
通
報
し
ま
す
。

で
は
、
そ
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i
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欽
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ま
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よ
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L
唸
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[
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賑
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2,6 1 4「月
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迷
惑
行
為
は

匹‘：つられて中肉やコウコ糸＇が
2,600円中心と訓凹より 250円
為，冬礎凶しっかりして 2A00
円中心o 今月中は宙調な相揚が
保たれると思わ
次回は 1月 27 
手持及扱両出柑j
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備 考 0注文されている方，

予納症を 1本尺付き 7

い致し注す。

0造林甲込の逹だお済でない方心早くお願いし

ます。
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っ
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